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無線技術を用いた自律的な被災情報提供システムの構築
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総務省消防庁の受託研究により，平成 ��年度～��年度に「自律的無線ネットワーク
による被災情報提供システム」の研究を実施した。本発表では，これにより得られた，
無線 ���と ����� による避難所間の被災情報共有化の仕組みについて報告する。
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図 � 避難所無線ネットワークによる被災情報交換システム
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我々の研究グループでは，自己完結型のネットワーク技術，すなわち既存のキャリアなど
によらない技術によって，被災情報を自律的に共有するシステムの開発に取り組んできた。
本発表では，総務省消防庁の消防防災科学技術研究推進制度により，平成 ��年度～��年度
に「自律的無線ネットワークによる被災情報提供システム」の受託研究を実施した研究成果
について報告する。

�� 被災情報の無線 ���伝送と交換共有ソフトウエア

被災情報には安否情報，家屋の倒壊や生活公共インフラ（ガス，水道，電気など）などの
破損情報の２種類がある。図 �に示すように，これらの情報は避難所内のノートＰＣを用
いて入力され ���，無線端末装置内の小型マイコンに蓄積される ���。蓄積された被災情報
は，無線ルータを通して他の避難所に伝送され ���，伝送先の小型マイコンに蓄積される

���。このような自律的なデータの相互交換により，全ての避難所の小型マイコンが同じ情
報が持つことになり，システムとしての耐故障性を高めている。
データ伝送の無線技術には �������	��を使う。汎用の無線規格であるため，ノートＰＣ
や既設アクセスポイントとの混信が心配されたが，後に示すように実証実験では十分な伝送
性能を得ることができた。

�� 被災者支援のための�	
��による情報管理システム

避難所における被災者管理のために，
���タグを用いる �図 ��。通常はパッシブタグ

��������を渡すが，年配者や年少者にはアクティブタグ ��������を渡し，持参しているだ
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図 � 避難所で用いるパッシブタグ �& カード� とアクティブタグ �自己発信式タグ�
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けで所在管理が行えるようにする。アクティブ型は高価であるので，この使い分けはコスト
面でも効果がある。このタグの利用によって，被災者の避難所間移動や，物資や食料の供
給，健康状態の把握等の情報の収集が容易に行える。本プロジェクトでは，アクティブ型タ
グシステムの開発と，両タイプのタグを上位アプリケーションで利用するためのプラグイン
モジュールの開発を行った。

� 統合実験による動作検証

��� ����������による無線ネットワークの性能

����年 ��月 ��日に山口県柳井市において，上で述べたシステムの動作を検証するため
のフィールド実験を行った。図 �に使用した避難所を ������マップ上にプロットしたもの
を示す。最長距離はウエルネスパーク－柳井商工高 ��	����であり，それぞれパラボラア
ンテナと八木アンテナを用いることで ���� の通信速度を得た。マップの右端の柳東小学
校－柳井商工高の �	!��間は，どちらもパッチアンテナを用いて接続した。低利得指向性
アンテナで比較的長距離をリンクしたため，���� の通信速度であったが，下に述べる被
災者データ伝送を問題なく行うことができた。

��� 安否情報データ伝送実験

以上で述べた無線ネットワークを用いて，実際の避難所における本システムの利用を想定
したシナリオに従った，伝送実験を行った。避難者のデータを各避難所で入力し，全避難所
で同一データを共有するまでの時間を計る実験である。�"タグを用いた被災者の避難所間
移動の実験を含めて，良好にデータ共有ができていることを確認した。

図 � 統合実験に用いたネットワーク ��1�1 年 �� 月 �$ 日，山口県柳井市�
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�������	�� と 
���の無線技術を用いて，災害時の被災情報を共有するシステムを開
発し，実証実験によって良好に動作することを確認した。今後の課題は，地域の自治会と協
働して，本システムを実践的に利用することで，実用面での問題を洗い出すことであり，既
にその活動を開始している。この活動の概要や，本システムの詳細については，プロジェク
ト報告書及びその公開用ホームページ��を参照されたい。本研究の成果は、総務省戦略的
情報通信研究開発推進制度 �平成 ��～�� 年度�によってさらに発展させる予定である。そ
の計画については、当日にポスター発表する。
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